
特集  あの大学がそこにある理由～人口減×地域×大学

取材・文／児山雄介　撮影／髙橋徹

　理
事
就
任
時
、
私
は
教
育
を
介
し
た

地
域
連
携
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
い
出

ま
し
た
。
地
域
の
企
業
の
多
く
は
中
小

規
模
で
、
コ
ス
ト
面
で
こ
れ
以
上
、
研

究
で
の
連
携
を
開
拓
す
る
の
は
難
し
い
。

し
か
し
、
教
育
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
企

業
に
も
需
要
が
あ
る
と
見
込
ん
だ
の
で

す
。
例
え
ば
、
県
の
基
幹
産
業
の
自
動

車
産
業
は
、
電
気
自
動
車
の
台
頭
に
よ

り
先
行
き
が
不
透
明
な
た
め
、
新
事
業

や
起
業
を
考
え
る
人
に
と
っ
て
は
新
た

な
学
び
が
武
器
に
な
り
ま
す
。
18
歳
人

口
減
少
に
加
え
、
自
治
体
も
企
業
も
東

京
に
顔
を
向
け
が
ち
な
エ
リ
ア
で
、
社

会
人
教
育
こ
そ
自
学
の
存
在
価
値
を
示

す
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　本
学
の
地
域
創
生
推
進
機
構
に
は
、

２
つ
の
支
援
組
織
と
、
全
て
の
連
携
・

共
創
の
窓
口
と
な
る
組
織
が
あ
り
ま

す
。
今
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
社

会
人
教
育
「
宇
大
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
う

ち
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
担
う「
宇

大
未
来
塾
」
の
拡
充
で
す
。М
Ｂ
Ａ
の

入
門
編
に
あ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
経

営
層
向
け
の
徹
底
し
た
議
論
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
域
の
経
済
団
体
の
求
め
に
応
じ

て
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
D
X
プ
ロ

グ
ラ
ム
」も
開
講
。
こ
れ
ら
の
講
座
で
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
望
む
企
業
人
、
自
治

体
職
員
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　需
要
は
予
想
以
上
に
高
く
、
起
業
や

М
Ｂ
Ａ
取
得
に
挑
戦
す
る
修
了
生
が
現

れ
た
ほ
か
、
研
究
の
価
値
を
知
っ
た
企

業
人
か
ら
は
共
同
研
究
の
申
し
出
も
受

け
て
い
ま
す
。
近
隣
の
自
治
体
か
ら
の

引
き
合
い
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
の
有

償
提
供
も
始
め
ま
し
た
。
地
域
連
携
事

業
の
独
立
採
算
化
に
向
け
た
一
歩
で
す
。

　地
方
の
中
小
企
業
が
持
つ
技
術
や
知

見
は
、
単
体
で
は
大
き
な
成
果
を
出
し

に
く
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
大
学
が

ハ
ブ
と
な
っ
て
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

る
と
、
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。
人
的
な
交

流
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
で
す
。

大
学
は
フ
ラ
ッ
ト
な
場
な
の
で
、
参
加

者
は
気
兼
ね
な
く
交
流
で
き
ま
す
。

　自
治
体
の
参
加
者
か
ら
も
企
業
や
大

学
と
関
係
を
深
め
ら
れ
る
点
が
好
評

で
、
そ
れ
は
大
学
に
と
っ
て
も
意
義
が

あ
り
ま
す
。
地
方
大
学
対
象
の
国
の
交

付
金
に
は
自
治
体
を
申
請
主
体
と
す
る

も
の
が
あ
る
た
め
、
自
学
に
適
し
た
支

援
を
得
る
に
は
、
自
治
体
と
の
日
頃
か

ら
の
意
思
疎
通
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

　国
は
現
在
、
博
士
号
取
得
者
３
倍
増

を
目
標
と
す
る
「
    ＊
博
士
人
材
活
躍
プ

ラ
ン
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
社
会
の
発

展
の
た
め
に
、
高
い
専
門
性
と
汎
用
的

能
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
強
化
す

る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
中
小

企
業
と
関
係
を
築
き
や
す
い
地
方
大
学

の
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。た
だ
、

一
大
学
で
賄
え
る
分
野
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
、宇
大
未
来
塾
を
ベ
ー

ス
に
社
会
人
向
け
大
学
院
を
設
置
し
、

本
学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
他
大
学
と
共
有
し

て
、「
大
学
院
リ
ー
グ
」
に
発
展
さ
せ

る
構
想
を
進
め
て
い
ま
す
。

　大
学
が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
拠
点
と
な
る
に
は
、
多
様
な
背
景
を

持
つ
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
う
創
発
的
な
キ
ャ
ン
パ

ス
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
理
想
は
、
大

学
と
地
域
の
一
体
化
。
企
業
人
や
自
治

体
職
員
の
ほ
か
、
多
様
な
人
々
を
キ
ャ

ン
パ
ス
に
呼
び
寄
せ
て
学
内
を
活
性
化

さ
せ
、
よ
り
多
く
の
知
識
や
技
術
を
地

域
に
還
元
す
る
。
そ
の
結
果
、
地
域
の

魅
力
も
増
し
、
さ
ら
に
人
が
集
ま
る
と

い
う
好
循
環
を
め
ざ
し
ま
す
。

よしざわふみあき●1989年東京農工大学農学部
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「
教
育
」で
企
業
と
つ
な
が
り

社
会
人
向
け
講
座
を
拡
大
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　大学院リーグは、地方国立大学のネットワークを使って大学院生、特に社会
人博士を育てる試みだ。推進主体は宇都宮大学と、北陸先端科学技術大学
院大学、高知大学。内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）＊に
採択されている。連合大学院や共同教育課程は同じ分野での連携だが、本
リーグは異分野の大学院が連合する点に特色がある。「宇大未来塾」のプロ
グラムを基に構築する教育モデルを参加大学間で共有し、「総合知」を身に
付けた教養人を育成する構想だ。三重大学、香川大学、小樽商科大学の参
加も内定、最終的に10大学程度をめざす。
　同リーグの構想では、宇大未来塾などの参加大学院が開講する履修証明
プログラムを修了すると大学院の単位を付与し、参加大学院入学後に既修得
単位としての読み替えを可能にして入学後のスクーリングの負担を軽減するし
くみや、修得単位をリーグ間共通認定として、転勤になっても転勤先の大学院
で単位を取れるしくみなどを整え、社会人の学びを継続しやすくする。

地方国立大学が手を組む「大学院リーグ」で
日本の博士人材像の転換を図る

＊「共創的実践で社会を変革する博士人材育成プログラム－大学院リーグのプロトタイプと実装－」

キャンパス／栃木県宇都宮市　学生数／5,165人（県内出身学生比率 約30％）
理念／人類の福祉の向上と世界の平和に貢献する　
学部／データサイエンス経営、地域デザイン科学、国際、共同教育、工、農
大学院／地域創生科学、教育学、連合農学
THE 世界大学ランキング2025／1501+位、同日本大学ランキング2023／=71位
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地域連携の主軸を、地元の企業人向けの教育に定めた宇都宮大学。
学びを力にしたリーダー人材が、地域に活力を巡らせる将来像を描く。

宇都宮大学

社会人をターゲットに
地域のリーダー人材を育成

注目！ 大学院リーグへの展開

単位認定

宇大未来塾

次世代経営マネジメントＰ

データサイエンス・DXＰ

ニューフロンティアＰ

とちぎ志士Ｐ

大学院リーグへ展開

地域創生科学研究科総合情報学専攻＊

専門科目

特別研究・特別演習

総仕上げ科目（大学院リーグ共通）

導入科目（大学院リーグ共通）

大学院リーグの研究科

専門科目

特別研究・特別演習

総仕上げ科目（大学院リーグ共通）

導入科目（大学院リーグ共通）

地域創生推進機構の組織図
機構全体のトータルマネージメント

連携

社会共創室

連携・協働のコーディネーション

機構、各センターの運営等

地域（地方自治体、地域企業、ＮＰＯ等）
との連携による、共創的実践活動

Mission MissionMission

産学官金連携を基盤に
地域イノベーションを支援・創出

一般市民や企業人等を
対象にして社会人の学びを推進

地域連携部門

産学連携部門

公開講座

ＵＵカレッジ

宇大未来塾

総合窓口・コーディネーション 技術・知財支援 ライフシフトのための教育支援

シンクタンク機能

総合企画室

イノベーション部門

知財部門

※同色の項目は互換性を
　持たせて発展

社
会
人
博
士
の
育
成
は

地
方
大
学
の
役
目

＊2024年3月に、文部科学大臣を座長とする「博士人材の社会における活躍促進に向けたタスクフォース」にて
「博士人材活躍プラン～博士をとろう～」が取りまとめられた

実施中

構想中

２０２６年度
予定

＊2026年度開設予定・仮称

※Pはプログラムの略


